
平成22年11月30日 評価結果市町村受理日

http://www.kaigojouhou-saga.jp/kaigosip/Top.do

平成22年12月17日 外部評価確定日 平成23年2月1日

自己評価及び外部評価結果票
（様式第１号）

【事業所概要（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

4171600085

社会福祉法人ナイスランド北方

グループホームきたがた

佐賀県武雄市北方町大字志久4531-18

・認知症専門の施設として、現時点で決定打のない認知症介護に対し、スタッフ全員が向き合い、認知症の方の不
安とは、悲しみとはを考え、パーソンセンタードケア（その人を中心としたケア）の実践をホームの介護に出来るだけ
取り入れていけるよう努力しています。またスタッフは業務を通して自己成長を目指し、認知症ケアのプロとしてケア
に当たっています。
・恵まれた環境の中、母体の美彩の森まで散歩に出かけたり、庭先に毎年実をつける杏やブルーベリーの収穫に
行ったり、庭先の桜の花が咲く頃には、桜の木の下で、お茶を飲みながら、ゆっくりとしたひと時をお過ごしになられ
ています。また、天気のいい日には、ウッドデッキで自然の風を感じ、景色を眺めながら手作りのお菓子やお弁当を
食べる機会を設けています　。

事業所番号

市街地から少し離れた静かな環境に位置し、小高い丘の一角にあるグループホーム。併設の特別養護老人ホーム
に隣接し、法人所有の広い敷地に恵まれ、自然の中での四季の花々の観賞はもちろん、果実の収穫やお天気の
良い日の散歩などにも最適の環境を有している。又、車で遠くまで出かけなくても歩いて楽しむ事が出来る工夫が
なされている。そして敷地内の研修棟では、グループホームの利用者がみんなで作成された「キルト」や個々の趣味
の作品等が常時展示出来るようなスペースも用意されている。事業所として利用者の心身への配慮はもちろんの
事、働く職員の為の環境作りに工夫がなされている。

事業所名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

所在地

評価機関名

訪問調査日

法人名

社会福祉法人 佐賀県社会福祉協議会

佐賀県佐賀市鬼丸町７番１８号

【評価機関概要（評価機関記入）】

基本情報リンク先ＵＲＬ

所在地

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

自己評価作成日
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〔セル内の改行は、（Ａｌｔｷｰ）＋（Ｅｎｔｅｒｷｰ）です。〕

自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有し
て実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取り組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指
定基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をし
ないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

外部評価
（評価機関記入欄）

「運営推進会議」は2ヶ月に1度開催され記録
も整理されている。出席者も行政、地域、家
族代表、管理者はじめスタッフとまんべんな
く出席されており、その中での発言も活発に
なされている。議題も状況報告、行事予定、
結果報告、一般質疑等多彩に工夫されてい
る。

開設当初より「自分らしくほがらかに」を
理念に掲げている。利用者はもちろん
スタッフ共々毎日を明るく、朗らかに過
ごすことを、又、地域の中においても朗
らかに交流出来るように理念を毎朝の
ミーティングで唱和し共有、実践してい
る。

(3)

(5)

スタッフは常に「ホームが地域の一員」
であることを自覚し、出勤途中や、利用
者と共に散歩等で外出したおりなど、地
域の方への配慮を忘れない。又、ホー
ムでの行事などへの案内もこまめに実
施している。

5

公的制度を必要とする入居者様の状況は、
常に市担当者に報告を行い、連携をとりな
がら生活に支障がでないように支援してい
る。また分からないことや問題が出てきたと
きは、役場などへ連絡をとったり、出向いて
協力関係を築いている。

(4)

体表者や職員は、法人の勉強会や、研修
で、身体拘束によるリスクについて理解して
おり、日中は、施錠をせず、入居者様が、自
由に出入り出来る環境を整えている。また職
員は、日々の介護に対する振り返りを行い、
常に身体拘束につながるケアではないか確
認をし、ケアに取り組んでいる。

6

代表者や職員は、法人の勉強会や、研修
で、身体拘束によるリスクについて理解して
おり、日中は、施錠をせず、入居者様が、自
由に出入り出来る環境を整えている。また職
員は、日々の介護に対する振り返りを行い、
常に身体拘束につながるケアではないか確
認をし、ケアに取り組んでいる。

3

ご家族様や地域の方に、実践で得た支援の
方法を伝えたり、認知症についてのＤＶＤを
お渡しし、認知症についての理解を深めてい
ただくよう取り組んでいる。また、運営推進会
議にて、認知症についての啓発を行ってい
る。

ご家族様や地域の方に、実践で得た支援の
方法を伝えたり、認知症についてのＤＶＤを
ご家族に見て頂いたり、お渡しし、認知症に
ついての理解を深めていただくよう取り組ん
でいる。また、運営推進会議にて、認知症に
ついての啓発を行っている。

(1)

(2)2

「自分らしくほがらかに」の理念を、管理者、
職員で共有し、地域においても実践体現で
きるよう、地域学童見守りに参加を検討する
等地域との融和を重んじている。入居者様
の尊厳が損なわれることなく、自分らしくほ
がらかに、過ごしていただくことを念頭に、毎
日の朝礼で唱和を行っている。

毎年開催されるお月見会や納涼祭に、地域
の方の参加をよびかけ、楽しい交流ができ
ている。入居者様が住んでいた地域の運動
会に出掛け、なじみの方たちとの交流の場も
設けている。また町が開催するトロッコレー
スや盆踊り大会にも出かけ、地域とつながり
ながりながら暮らし続けられるよう支援して
いる。

1

「自分らしくほがらかに」の理念を、管理者、
職員で共有し、地域においても実践体現で
きるよう、地域学童見守りに参加を検討する
等地域との融和を重んじている。入居者様
の尊厳が損なわれることなく、自分らしくほ
がらかに、過ごしていただくことを念頭に、毎
日の朝礼で唱和を行っている。

毎年開催しているお月見会や納涼祭に、地
域の方の参加をよびかけ楽しい交流ができ
ている。またトロッコレースや盆踊り大会にも
出かけ、地域と繋がりながら暮らし続けられ
るよう支援している。近隣には、入居者様と
記念日の紅白餅をお持ちしたり、年末の挨
拶に回り近隣との繋がりも大切にしている。

公的制度を必要とする利用者様の状況は、
常に市担当者に報告を行い、連携をとりな
がら生活に支障が出ないようにしている。ま
た、分からないことや問題が出た時は、役場
などへ連絡を取ったり出向いて協力関係を
築いている。

運営推進会議では、入居者様の状況や行事
関係、職員が参加した研修や２ヶ月間の全
体的な動きなどを報告し、それに対する意見
や避難訓練への助言、市の新たな取り組み
や地元の情報など活発な話し合いがあって
おり、意見や助言はサービスに活かしてい
る。

市担当者の「運営推進会議」への出席
も毎回のようにみられ行政報告やそれ
に対する質疑等もあり、ホーム担当者
も市へ出向いて協議することも有り、協
力関係を築く取り組みがなされている。

管理者や職員は、法人勉強会や研修におい
て、入居者様の人権を常に意識し、高齢者
虐待防止法について、学び話合う機会を、
設けている。必要なときは、家族と話し合い
を持ち、理解を求めたり、職員は、虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

開設以来、新任スタッフ研修はもちろ
ん、スタッフ間では研修、会議等をとお
して「身体拘束」の利用者に与える影響
を学び、日々反省し、利用者の心と身
体の自由になるケアに取り組んでい
る。

4

運営推進会議では、入居者様の状況や行事
関係、職員が参加した研修や２ケ月間の全
体的な動き等を報告し、それに対する意見
や避難訓練への助言、市の新たな取組や地
元の情報等活発な話し合いがあっており意
見や助言はサービスに活かしている。

7

管理者や職員は、法人勉強会や研修におい
て、入居者様の人権を常に意識し、高齢者
虐待防止法について、学び話合う機会を設
けている。必要なときは、家族と話し合いを
持ち、理解を求めたり、職員は、虐待が見過
ごされることがないよう注意を払い、防止に
努めている。

自己評価および外部評価結果

外
部

自
己

頄　　目
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

頄　　目

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運
営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていくこと
を進めている

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取り組みをしている

13

9

(6)

(7)

契約の前に必ずホームへ来てもらい、居室
や共同スペースなど全体を見てもらうように
しており、契約時は文書に沿って説明を行
い、不安や疑問点に対しても十分な説明に
努め理解と納得を得たうえで行っている。解
約時は、本人や家族が困らないよう、今後の
ことを十分に話し合い納得を得ている。

毎月のグループホーム会議で、職員から意
見や提案があっており、代表者や管理者
は、その内容を検討して可能な限りできるだ
け意見や提案を運営に反映させるようにして
いる。

11

10

入居者様からは、普段の会話から意見や要
望を聞く機会が多く、要望により紅葉見学や
バルーン見学に出かけたりもしている。ご家
族とは面会時にお話を聞いたり、サービス担
当者会議の時に意見や要望を聞いており、
早目の対応を心掛けている。また第三者窓
口について説明し、掲示をしている。

年２回自己評価を職員全員に提出させてお
り、個人面談も行っている。それに主任や管
理者が評価し賞与や定期昇給に反映させ、
各自が向上心を持って働けるよう努めてい
る。

利用者や家族に対して玄関に「意見
箱」を置いている。家族が面会に来られ
た時には出来る限りスタッフがお会いし
て利用者の現状を報告したり、希望を
お聞きしたりしている。「運営推進会議」
等で出された意見・希望はスタッフ会議
で共有している。

入居者様からは、普段の会話の中から意見
や要望を聞く機会が多く要望により紅葉見学
やバルーン見学に出かけたりもしている。ご
家族には面会時にお話を聞いたりサービス
担当者会議の時に意見や要望を聞いてお
り、早めの対応を心掛けている。また、第三
者窓口について説明し掲示している。

契約前に必ずホームへ来てもらい居室や共
同スペースなど全体を見てもらうようにして
おり、契約時は文書に沿って説明を行い不
安や疑問点に対しても十分な説明に努め理
解と納得を得たうえで行っている。解約は本
人や家族が困らないよう今後のことを十分に
話し合い納得を得ている。

年２回自己評価を職員全員に提出させてお
り、個人面談も行っている。それに主任や管
理者が評価し賞与や定期昇給に反映させ、
各自が向上心を持って働けるよう努めてい
る。

職員を研修会に積極的に参加させ、情
報交換を行ったり、ホームの行事には、
声をかけ参加をしてもらい、また、参加
し、交流を図り、サービスの質の向上に
努めている。

法人として、介護支援専門員試験と介護福
祉士試験の受験対策勉強会を開催して　お
り、対象者には、参加する機会を設けてい
る。また、老施協やグループホーム協会主
催の研修会にも可能な範囲で参加の機会を
設けている。

法人として、介護支援専門員試験と介護福
祉士試験の受験対策勉強会を開催して　お
り、対象者には、参加する機会を設けてい
る。また、老施協やグループホーム協会主
催の研修会にも可能な範囲で参加の機会を
設けている。

職員を研修会に積極的に参加させ、情
報交換を行ったり、ホームの行事には、
声をかけ参加をしてもらい、また、参加
し、交流を図り、サービスの質の向上に
努めている。

スタッフとのコミュニケーションを密にす
るように工夫している。定例の懇親会
やスタッフ旅行、会議等で出た意見・希
望は施設長、管理者を交えた話し合い
で取り上げ出来る限り反映させるように
している。

毎月のグループホーム会議で、職員から意
見や提案があっており、代表者や管理者
は、その内容を検討して可能な限りできるだ
け意見や提案を運営に反映させるようにして
いる。

8

12

管理者や職員は｢権利擁護｣について、法人
の勉強会や研修などで学んでおり、必要性
があるときは、本人と関係者で十分話し合
い、成年後見制度の利用などを支援してい
る。

管理者や職員は「権利擁護」について法人
の勉強会や研修等で学んでおり必要性があ
る時は本人と関係者で十分話し合い成年後
見人制度の利用などを支援している。

14
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

頄　　目

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

○本人と共に過ごし支え合う関係
職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人
を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

利用に至る前に、必ずご本人にお会い
し、困っていること、不安なこと、要望等
をお聴きしている。聴いたことは、全職
員に伝え、情報を共有することで、安心
して過ごしてもらうよう関係づくりに努め
ている。

職員は、ホーム見学の際や、入居申し
込みの際に、困っていること、不安なこ
と、要望等に傾聴し、家族の抱える思
いを十分に受け止め、信頼関係の構築
に努めるようにしている。

ご本人や家族の抱えておられる問題に
ついて、十分に聞き取りを行い、必要に
応じて、在宅サービスや老人福祉施設
の情報を提供したり、紹介したりしてい
る。

入居者様の得意分野において、お手伝
い頂き、長年培ってきた生活の知恵や
手項等、助言して頂く事により、互いに
助け合い生きがいを持って生活出来る
よう、配慮している。

20

ご家族には、自宅への外出や落ち込ま
れた時の面会のお願いや電話での会
話など、その都度協力していただき、ご
本人の希望に添った生活を、落ち着い
て過ごせるよう、共に話し合い支援して
いる。

18

入居者様の得意分野において、お手伝
い頂き、長年培ってきた生活の知恵や
手項等、助言して頂く事により、互いに
助け合い生きがいを持って生活出来る
よう、配慮している。

(8)

テーブルやソファーで気の合う方同志
楽しげに会話されている事が多いが、
輪の中に入れない方には、職員が中に
入り、会話に誘ったり、レクレーションへ
の参加により、入居者様同士が関わり
あえる雰囲気づくりの支援に努めてい
る。

19

ご家族には、ご本人の希望により、外
食の機会を設けて頂いたり、定期的に
排泄用品や嗜好品を届けてもらう等、
協力を頂きながら、ご本人の希望に
添った生活を、落ち着いて過ごせるよ
う、共に話し合い支援している。

ご本人の希望により、自宅付近へドライ
ブに行ったり、地域の運動会や祭り等
に出掛け、馴染みの方々と、久しぶりに
会われ、会話されたりする機会を増や
している。

16

職員は、ホーム見学の際や、入居申し
込みの際に、困っていること、不安なこ
と、要望等に傾聴し、家族の抱える思
いを十分に受け止め、信頼関係の構築
に努めるようにしている。

17

ご本人や家族の抱えておられる問題に
ついて、十分に聞き取りを行い、必要に
応じて、在宅サービスや老人福祉施設
の情報を提供したり、紹介したりしてい
る。

Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

利用に至る前に、必ずご本人にお会い
し、困っていること、不安なこと、要望等
をお聴きしている。聴いたことは、全職
員に伝え、情報を共有することで、安心
して過ごしてもらうよう関係づくりに努め
ている。

21

テーブルやソファーで気の合う方同志
楽しげに会話されている事が多いが、
輪の中に入れない方には、職員が中に
入り、会話に誘ったり、レクレーションへ
の参加により、入居者様同士が関わり
あえる雰囲気づくりの支援に努めてい
る。

自宅を尋ね、ご近所の方々と会われた
り、地元の祭りや町民運動会に出か
け、馴染みの方々と、久しぶりに会わ
れ、会話されたりする機会を増やしてい
る。

ホームの行事に案内を差し上げたり、
故郷でのお祭りや行事に出掛けたりし
て、少しずつ人や場との繋がりが点か
ら線へとなってきた。少し遠い利用者に
は手紙を書いたり電話をされる際の支
援も行っている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

頄　　目

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

日々のかかわりの中から、ご本人の希望や
意向を引き出し、表情や会話の中のつぶや
きにも、注意して把握に努めている。３ヵ月
毎のモニタリング時に、各担当者で、ご本人
とご家族に希望、意向を尋ねおり、希望に
沿ったサービスの提供を心掛けている。内
容に応じては、ご家族様に協力をお願いして
いる。

ご本人や家族の生活に対する意向や
要望を大切に、介護スタッフの意見、主
治医の照会内容を踏まえ、サービス担
当者会議での様々な意見やアイデアを
勘案し、介護計画を作成している。状態
が変化された場合は、カンファレンスを
行っている。

26

25

個別のケースに一日の過ごし方、心身
状態その日に行われた役割等を記入
し、職員は、出勤時に必ず目を通し現
状の把握に努めている。また、状態の
変化があった時等は、申し送り簿を活
用し、迅速な対応ができるよう努めてい
る。

(10)

新しい入居者については本人、家族との面
談・アセスメントにより得られた情報により仮
のケアプランを作成し、3ヶ月を過ぎた頃に担
当者を含めてのサービス提供会議を持ち、
改めて利用者・家族の意見・希望を含めたプ
ランを作成する。又、定期の見直し・更新に
ついてもモニタリングにより利用者・家族、ス
タッフ全員の会議により作成している。

ご本人や家族の生活に対する意向や
要望を大切に、介護スタッフの意見、主
治医の照会内容を踏まえ、サービス担
当者会議での様々な意見やアイデアを
勘案し、介護計画を作成している。状態
が変化された場合は、随時､カンファレ
ンスを行っている。

(9)23

日々のかかわりの中から、ご本人の希
望や意向を引き出し、また表情や会話
の中のつぶやきにも、注意して把握に
努めており、本人本位に検討するよう
心がけている。

24

27

ケース記録や申し送り簿に日々の様子
や変化、ケアプランに沿って実践した結
果や気づきを記入し、定期的なモニタリ
ングを実施し、職員間で入居者様の情
報を共有しながら、実践や介護計画の
見直しに活かしている。

ケース記録や申し送り簿に日々の様子
や変化、ケアプランの沿って実践した結
果や気づきを記入し、施設介護経過に
詳細を記入することで、職員が入居者
様の情報を共有し、実践や介護計画の
見直しに活かしている。

28

利用前に、ご本人やご家族にお会い
し、これまでの生活歴や馴染みの暮ら
し方等を尋ね、フェースシートに記入
し、全職員が把握できるようにしてい
る。また、入居後もご本人やご家族との
関わりの中で、常に情報収集に努め、
ご本人の思いを大事にいている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

利用が終了しても、面会や様子伺いを
行い、喜んでもらっている。また、必要
に応じて家族への、サポートの支援を
おこなっている。

本人や家族の状況やその時々のニー
ズに応じて、十分な話し合いにより、柔
軟な支援やサービスに取り組むように
している。

利用前に、ご本人やご家族にお会い
し、これまでの生活歴や馴染みの暮ら
し方等を尋ね、フェースシートに記入
し、全職員が把握できるようにしてい
る。また、入居後もご本人やご家族との
関わりの中で、常に情報収集に努め、
ご本人の思いを大事にいている。

個別のケースに一日の過ごし方、心身
状態等を記入し、職員は、出勤時に必
ず目を通し現状の把握の努めている。
また、状態の変化があった時等は、申
し送り簿を活用し、現状を把握し、迅速
な対応ができるよう努めている。

本人や家族の状況やその時々のニー
ズに応じて、十分な話し合いにより、柔
軟な支援やサービスに取り組んでい
る。

ホーム利用者に対してスタッフは居室
担当制で介護にあたっており、利用者
のそれぞれの思いや希望はゆっくりお
話しすることにより把握に努めている。
又、表出のむつかしい利用者には家族
の助けを借りて本人本位に検討してい
る。

利用が終了しても、面会や様子伺いを
行い、喜んでもらっている。また、必要
に応じて家族への、サポートの支援を
おこなっている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

頄　　目

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊か
な暮らしを楽しむことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診診断
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業
所でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組
んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域ボランティアの積極的な受け入れをして
おり、ハンドマッサージをして下さったり、お
月見会に地域住民の方をお誘いし、歌や入
居者様と共にできる簡単な運動をして下さっ
たりしている。また地域行事へ積極的に参加
し、地域とのつながりを大事にした支援を
行っている。

33

法人にて、消防署からの指導による救急蘇
生法やＡＥＤの使用方法、急変時の対応に
ついて定期的に勉強会が開催されており、
勉強会に参加することで、実践力を身に付
けている。

(12)

契約時に、重度化した場合における対応の
指針や看取りにかかわる指針を説明してい
る。重症となられた場合は、ご本人と家族の
希望をできるかぎり尊重し、当ホームででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、
医療との連携を図り、チームで支援に取り組
んでいる。

「重度化した場合の対応」や「看取りに
かかる指針」は文書化して入居契約時
に重要事頄説明と同時に入居希望者・
家族に説明し同意を得て共有してい
る。又、併設施設、医療関係者とも連携
しチームで支援に取り組んでいる。

契約時に、重度化した場合における対応の
指針や看取りにかかわる指針を説明してい
る。重症となられた場合は、ご本人と家族の
希望をできるかぎり尊重し、当ホームででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、
医療との連携を図り、チームで支援に取り組
んでいる。

34

法人にて、消防署からの指導による救急蘇
生法やＡＥＤの使用方法、急変時の対応に
ついて定期的に勉強会が開催されており、
勉強会に参加することで、実践力を身に付
けている。

当ホームの看護師は、常勤で２４時間連絡
可能になっており、介護職員は、入居者様の
健康状態の把握に努め、状態が変化した場
合は、看護師に報告、相談し医師との連携
を取りながら、適切な受診や看護を受けられ
るように支援している。

年２回、昼間と夜間に避難訓練を行ってお
り、地元区長、近隣の住民の方、地元消防
団に協力をしていただき、地域と一体になっ
た避難訓練を実施しており、避難の方法を
身につけている。また、法人の安全管理委
員会に、職員が所属しており、防災知識向
上への取り組みがなされている。

年２回、昼間と夜間の想定で、避難訓練を
行っており、行政､地元区長、近隣の住民の
方、地元消防団に協力をしていただき、地域
と一体になった避難訓練を実施している。ま
た、法人の安全管理委員会に、職員が所属
しており、防災知識向上への取り組みがなさ
れている。

当ホームの看護師は、常勤で２４時間連絡
可能になっており、介護職員は、入居者様の
健康状態の把握に努め、状態が変化した場
合は、看護師に報告、相談し医師との連携
を取りながら、適切な受診や看護を受けられ
るように支援している。

35 (13)

年2回ホーム独自で昼間及び夜間想定、実
際夜間の避難誘導、消火、通報の総合訓練
を併設施設、地域の住民の協力を得ながら
実施し、記録も保存している。「運営推進会
議」でも取り上げて協力を得ている。併設施
設にはサイレンも取り付けて有り、ホームか
らの通報で地域への連絡手段となっている。

32

入居者様が入院した際は、入院前の病状お
よび身体状況を説明し情報の提供を行って
いる。また早期退院に向けて、病院関係者と
の情報交換や相談に努め、定期的に容体訪
問も行っている。入居者様が、安心して治療
が受けられるように、日頃から病院関係者と
のコミュニケーションワークに努めている。

31

入居者様が入院した際は、入院前の病状お
よび身体状況を、説明し情報の提供を行っ
ている。また早期退院に向けて、病院関係
者との情報交換や相談に努め、定期的に容
体訪問も行っている。入居者様が、安心して
治療が受けられるように、日頃から病院関係
者とのコミュニケーションワーク努めている。

30

受診については、本人や家族の希望を大切
にし、安心して医療が受けられるよう、かか
りつけ医を継続してもらっている。基本的に
受診は、家族対応だが、受診が困難な場合
は、往診を依頼したり、ホームより受診同行
を行っている。医療機関との情報交換を行い
適切な医療が受けられるよう支援している。

受診は基本的に家族の送迎により入居前の
かかりつけ医への受診としている。都合がつ
かれない場合、往診を頼んで頂くか、スタッ
フの付き添いで受診する事もある。緊急時に
は協力病院を受診する。家族による受診の
時にもスタッフからの状況報告は欠かさず、
支援している。

地域ボランティアの積極的な受け入れをして
おり、アロママッサージをして下さったり、お
月見会に地域住民の方をお誘いし、歌や入
居者様と共にできる簡単な運動をして下さっ
たりしている。また避難訓練には、消防署や
地元消防団、地元の方々の参加があってお
り、安全で豊かな暮らしを支援している。

29

受診については、本人や家族の希望を、大
切にし安心して医療が受けられるよう、かか
りつけ医を継続してもらっている。基本的に
受診は、家族対応だが、受診が困難な場合
は、往診を依頼したり、ホームより受診同行
を行っている。医療機関との情報交換を行い
適切な医療が受けられるよう支援している。

(11)
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

頄　　目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

毎食後、義歯や自歯のブラッシングをしてい
ただき、磨き残しについては、職員が一部介
助することで、清潔保持ができている。夜間
帯は、職員サイドで預かり義歯洗浄剤に浸
け管理している。

毎食後、義歯や自歯のブラッシングをしても
らい、磨き残しについては、職員が一部介助
することで、清潔保持ができている。夜間帯
は、職員サイドで預かり義歯洗浄剤に浸け
管理している。

献立に基づき一人ひとりの状態や力に合わ
せた食事量を提供している。食欲がない方
や水分をあまり摂りたがられない方には、ゼ
リーやご飯にあんこを乗せおはぎ風にして提
供することで、食事量と水分量の確保に努
めている。また、食事や水分量は、毎日記録
に残し、健康状態の目安になっている

スタッフ全員が利用者にとって「食事の時
間」が最も大切な時である事を共有してい
る。基本的には栄養のバランス・量を考えて
献立は作ってはあるが、誕生会等の行事食
の場合は好みの食事を用意する。利用者も
スタッフも共にテーブルを囲み、準備、下膳
も力に応じて協力している。

一人ひとりの性格を把握し、自然に希
望や思いの表出ができるよう、雰囲気
づくりに努め、コミュニケーションを通し
て、自己決定ができるように働きかけて
いる。

起床時間や就寝時間等、一人ひとりの
生活スタイルを大事にした支援を心掛
けている。また、散歩に出られたり、本
を読まれたり、自分のペースで過ごされ
ることを大切にし、出来るだけ希望に
そって支援している。

管理栄養士の献立に基づき、その方の状態
や習慣に合わせた食事量を提供し、食欲が
ない方や水分を摂りたがらない方には、好
みの飲み物やご飯の上にあんこやきな粉を
乗せ提供することで、食事量と水分量の確
保に努めている。食事や水分量は毎日記録
に残し、健康状態の目安にもなっている。

ご本人の希望により、行きつけの美容
院にご家族に連れていってもらったり、
愛用品のトリートメントや保湿クリーム
等がなくなった場合は、ご家族に連絡
し、持ってきていただいている。

一人ひとりの性格を把握し、自然に希
望や思いの表出ができるよう、雰囲気
づくりに努め、コミュニケーションを通し
て、自己決定ができるように働きかけて
いる。

起床時間や就寝時間等、一人ひとりの
生活スタイルを大事にした支援を心掛
けている。また、散歩に出られたり、本
を読まれたり、自分のペースで過ごされ
ることを大切にし、出来るだけ希望に
そって支援している。

誕生日には、お好きなメニュー、行事には、
特別なメニューを用意し、天気のいい日に
は、入居者様も職員もウッドデッキで景色を
眺めながら食卓を囲む機会を設けている。ま
た、台所仕事がお好きな方には、食材の下
ごしらえや、配下膳や、食器洗浄等を職員と
一緒に楽しんで出来るよう支援している。

ご本人の希望により、行きつけの美容
院にご家族に連れていってもらったり、
自宅でパーマを掛けてきたりされてい
る。また愛用している化粧品がなくなっ
た場合は、ご家族に連絡し、持ってきて
いただいている。

これまでの習慣や好みを大切にしており、個
別に朝食にトーストやコーヒーを提供したり
している。また食事は入居者様とスタッフが
一緒に食卓を囲むことで、家庭のような雰囲
気があり、皆様楽しみにされている。料理の
下ごしらえや配下膳、後片付けもスタッフと
一緒に楽しんでできるように支援している。

42

入居者様に、接する際は、目上の方へ
の敬意を持ち、その方の人生背景や性
格を考慮し、入居者様と職員の距離感
に気を付けながら、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応を心掛けて
いる。

(15)

41

40

入居者様に、接する際は、目上の方へ
の敬意を持ち、その方の人生背景や性
格を考慮し、入居者様と職員の距離感
に気を付けながら、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応を心掛けて
いる。

スタッフは利用者の一人ひとりを大切に
し、常に目上の人に対する言葉かけ、
対応となるように配慮している。

39

36 (14)

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

37

38
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

頄　　目

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をし
ている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の希望を把握し、
家族や地域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

台所仕事や縫い物、室内や畑の見回り、洗
濯物たたみなどその方の生活歴や力を活か
した役割に取り組めるよう支援している。ま
た家族へのお便りの色塗りや喫茶クラブ、月
ごとの行事や日々のレクリエーション、散歩
やドライブなどを行い、張り合いや喜びのあ
る日々を過ごして頂くよう支援している。

暖かく、お天気の良い日には利用者は
散歩を楽しまれている。併設施設を含
めた敷地内には遊歩道も整備されてお
り、桜をはじめ四季おりおりの花々も豊
富で、スタッフ共々外へ出る機会は多
い。又、希望により計画を立ててドライ
ブを楽しんでいる。

その日の希望にそって、母体の公園や池の
周りを散歩したり、ひまわり畑や公園まで車
で出かけたりしている。またご家族の協力の
もと、行きつけだった中華料理店へ外食に出
かけられたり、買い物へ行かれたり、かかり
つけ医院のピアノコンサートへの外出など、
希望にそった外出の支援に努めている。

マスコットやコースターを制作されたり、洗濯
物たたみや食器洗浄等、一人ひとりの生活
歴や力を生かし、生きがいや喜びのある毎
日を過ごしてもらうよう支援している。また、
近所を散歩したり、公園へドライブに出掛け
たり、月ごとに、喫茶クラブや図工クラブ等の
企画もしており、楽しんで参加されている。

散歩やドライブを希望されたら一緒にでかけ
たり、バルーンを見たいと希望されたらバー
ンフェスタにでかけたり、できる限り要望にお
応えできるよう努めている。また、孫と寿司を
食べに行きたいと希望されたら、ご本人の思
いをご家族にお伝えし、外食の機会を設け
て頂いたりしている。

一人ひとりの排泄パターンの把握に努め、
その方に合った尿とリパッドを使用するよう
に改善したり、トイレを分かりやすいように工
夫したりして、排泄への不安や失敗が減るよ
うに支援をしている。また必要に応じたトイレ
への言葉かけや一部介助を行い、排泄の自
立に向けた支援に努めている。

一人ひとりの体調や希望に応じて、昼寝をし
て頂いたり、夜は生活習慣により、それぞれ
の時間に休まれており、湯たんぽや室温調
整で気持ち良く眠れるよう支援している。ま
た寝付かれないときは、マッサージや飲み物
を提供し、会話を持つことにより安心して休
んで頂けるよう支援している。

個別のケースに薬の説明書を綴じて、いつ
でも確認ができるようになっている。一人ひ
とりが服用されている薬について理解してお
り、症状の変化にも十分に注意している。薬
は個別の袋に入れ、誤薬防止のため、２回
の確認を行い、服薬の際は、名前、日付を
確認の上、服用してもらっている。

個々の体調や希望に応じて、居室や畳の間
等でくつろがれてりしている。夜は、居室でテ
レを視聴後に就寝されたり、仲間同士で居
室で会話後就寝されている。また、室温調整
を随時行い、足元にホットパックを置いたり、
愛用品の寝具で眠られている。不眠時は､不
安軽減の援助を行うことで安心されている。

個別のケースに薬の説明書を綴じて、いつ
でも確認ができるようになっている。一人ひ
とりが服用されている薬について理解してお
り、症状の変化にも十分に注意している。薬
は個別の袋に入れ、誤薬防止のため、２回
の確認を行い、服薬の際は、名前、日付を
確認の上、服用してもらっている。

個々の排泄パターンの把握に努め、不安軽
減のため排泄用品、用具の選定、言葉かけ
や定時のトイレ誘導を行うことで、排泄の失
敗の減少に努めている。また、排泄動作に
不安があられる方には、見守りや動作の手
項をゆっくり説明し、一部介助を行うことで、
安心して排泄していただけるよう支援してい
る。

一人ひとりの希望に沿った手項で入浴しても
らい、ゆっくりと入浴を楽しまれている。入浴
の拒否があった時は、無理強いはせず、別
日に対応している。また、その方に合った福
祉用具を使用し安心できる、個々に応じた入
浴の支援をしている。

生活のリズムを考えて基本的には入浴
日と時間は決めているが、利用者の希
望や、特に夏場の暑い時等には随時
入浴が可能な体制が出来ている。入居
されてしばらくは利用者の習慣を大事
にしている。

おやつにホームの畑で採れたさつま芋を提
供したり、水分を多めに摂ってもらったり、献
立には食物繊維やヨーグルト等の食品を取
り入れることで、便秘予防に努めている。ま
た、散歩や軽運動を促しており慢性の便秘
の方には、投薬にて対応し医師に相談の
上、服薬のコントロールを行っている。

プライバシーに配慮した個浴になっており、
安心して、ゆっくりと入浴されている。湯温や
手項等一人ひとりの希望に合わせており、
身体リスクのある方には、安全面を考慮し福
祉用具を使用している。また、入浴剤やホー
ムに栽培してあるハーブを浴槽に浮かべ色
や香りを楽しんでもらっている。

便秘の原因や便秘の及ぼす影響をスタッフ
は理解しており、食材には繊維を含む野菜
類や芋類など多種類を使用し、飲み物も、手
作りのしょうが湯などいろいろなものを提供
し、水分を多く摂ってもらう工夫をしている。
またその方に応じた運動に取り組んだり、主
治医による処方薬での対応を行っている。

「排泄チェック表」を用いて利用者の排
泄パターンを把握し声かけをすることに
よりスムーズなトイレ排泄を支援し、困
難な利用者は誘導を心がけている。
又、夜間等も時間で声をかけたり誘導
することによって自立に向けた支援を
行っている。

(18)

45

(16)

(17)

44

43

47

46

48

49
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価
（評価機関記入欄）外

部
自
己

頄　　目

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

ご本人の希望により、家族様に電話をかけ
話していただいている。また、毎月のきたが
た便りに色を塗ってもらったり、家族様への、
一言メッセージを直筆にて書いてもらったり
している。

ご本人の希望により、家族様に電話をかけ
話していただいている。また、毎月のきたが
た便りに色を塗ってもらったり、家族様への、
一言メッセージを直筆にて書いてもらったり
している。

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫を
している

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

入居時の面談・アセスメントでお住まいに
なっていたご自宅に訪問する事もあり、居室
用の調度品を譲り受けて来ることもある。家
族とも相談してより使い慣れた品を用意し利
用者が落ち着いた生活が出来る様に工夫し
ている。仏壇を持って来られた方もある。

共用空間は「梁」が下から見える設計になっ
ており開放感に満ちている。天窓も用意され
ており季節により全開放することも可能であ
る。外光を取り入れ明るく、広く、温・湿度管
理も十分である。畳のスペースも用意してあ
り、利用者の憩いの場でもあり、行事の舞台
としても使用されている。

ご本人や家族と相談し、馴染みのソファーや
愛用の品を持ってきて頂き、また、自宅で可
愛がっていた猫の写真を飾るなどして、安心
して過ごせるような工夫をしている。自室に
他入居者様を誘ってお話をされたり、一緒に
テレビを見たりされ自室として心地よく過ごさ
れている。

ご本人や家族と相談し、テレビや仏壇、馴染
みのソファーや品物を持ってきていただき、
不安なく安心して過ごしてもらような工夫をし
ている。家族の写真をそばに置き持ってきた
ソファーに座りながら本を読まれたり、テレビ
を見たりして、ご本人にとって居心地のいい
場所になっている。

トイレに迷われる方のために、道標や
表示を掲示したりて、わかりやすいよう
に工夫をしている。また、廊下やトイレ
には、手すりをつけ安全かつ自立した
生活が送れるように工夫している。

トイレに迷われる方のために、道標や
表示を掲示したりて、わかりやすいよう
に工夫をしている。また、廊下やトイレ
には、手すりをつけ安全かつ自立した
生活が送れるように工夫している。

ご家族と相談の上、自己管理出来る方は、
お金を所持されており、苑外活動や移動販
売にて、お好きな物を購入されている。

ご家族と相談の上、自己管理出来る方は、
お金を所持されており、苑外活動や移動販
売にて、お好きな物を購入されている。

共同空間の各テーブルには、季節の花を置
いたり、入居者様が作られた干支の貼り絵
を掲示したり、廊下の隅に観葉植物を置くな
ど、季節感や生活感を大事にした設えを心
掛けている。また、菜園や広い池や山などの
外の景色が、楽しめる心が和む場所になっ
ている。

玄関のベンチでや談話コーナーのソファーで
独りで過ごしたり、気の合う仲間同士でテー
ブルを囲みながら、昔話をしたり、たたみの
間で、洗濯物をたたまれたり、思い思いに過
ごして頂けるスペースを工夫している。

共同空間の各テーブルには、季節の花を置
いたり、入居者様が作られた干支の貼り絵
を掲示したり、廊下の隅に観葉植物を置くな
ど、季節感や生活感を大事にした設えを心
掛けている。また、温度や湿度の調整を随
時行うことで、居心地よく過ごしていだだくよ
う支援している。

玄関のベンチでや談話コーナーのソファーで
独りで過ごしたり、気の合う仲間同士でテー
ブルを囲みながら、昔話をしたり、ソファーに
座りながら、ゆっくりと穏やかな時間をお過ご
しになられている。

(19)

50

(20)

51

52

53

55

54
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。

（参考頄目：38）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。

（参考頄目：18,38）

1. ほぼ全ての利用者の

2. 数日に１回程度ある

1. 毎日ある

3. たまにある

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

Ⅴ．サービスの成果に関する頄目（目標指標頄目）アウトカム頄目））(事業所記入)
　※頄目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている。

（参考頄目：36,37）

60

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。

（参考頄目：30,31）

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

取　り　組　み　の　成　果

頄　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。

（参考頄目：23,24,25）

2. 利用者の２/３くらいの

3. 利用者の１/３くらいの

4. ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。

（参考頄目：49）

58

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

3. 利用者の1/3くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

取　り　組　み　の　成　果

頄　　目

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

63

1. ほぼ全ての家族と

2. 家族の２/３くらいと

3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

62

64

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある

3. たまに

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる。

（参考頄目：28）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増えている。

（参考頄目：4）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている。

（参考頄目：9,10,19）

（参考頄目：2,20）

65

68

1. ほぼ全ての家族等が

2. 家族等の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない

67

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

66

1. ほぼ全ての職員が

2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

職員は、活き活きと働けている。

（参考頄目：11,12）

1. 大いに増えている

2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない

4. 全くいない

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が
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